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研
究
室
報
告

①　

今
年
度
は
、
小
路
口
聡
教
授
（
国
内
特
別
研
究
）
が
研
究
に
専
念
す

る
た
め
に
講
義
等
を
担
当
し
な
か
っ
た
。

②　

今
年
度
は
新
入
生
歓
迎
行
事
と
し
て
四
月
二
二
日
（
日
）
に｢

新
入

生
研
修
旅
行｣

を
行
い
、
江
戸
東
京
博
物
館
、
お
よ
び
上
野
国
立
博
物

館
を
見
学
し
た
。
東
洋
思
想
文
化
学
科
一
年
生
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て

実
り
多
い
見
学
会
と
な
り
、
ま
た
学
生
相
互
あ
る
い
は
教
員
と
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係
者
各
位
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

③　

二
○
一
九
年
九
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
海
外
文
化
研

修
（
中
国
四
川
省
）
に
は
、
白
井
順
准
教
授
、
沼
田
一
郎
教
授
、
山
口

し
の
ぶ
教
授
の
三
名
の
引
率
の
も
と
、
十
六
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。

中
国
思
想
、
仏
教
思
想
、
お
よ
び
中
国
文
化
に
関
わ
る
施
設
の
見
学
や
、

四
川
大
学
中
華
文
化
研
究
院
、
日
新
学
堂
で
の
交
流
会
を
行
い
、
充
実

し
た
研
修
と
な
っ
た
。
関
係
者
各
位
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

④　

本
年
度
、
大
学
院
（
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）
の
公
開
研
究
発
表

会
を
春
学
期
（
六
月
二
六
日
）
と
秋
学
期
（
十
一
月
二
七
日
）
に
開
催

し
た
。
春
学
期
は
以
下
の
四
つ
の
発
表
が
あ
っ
た
。（
春
学
期
）
新
入

生
研
究
計
画
：
シ
ス
コ
・
マ
シ
ュ
ー
、
崇
昊
、
研
究
発
表
：
是
松
宏
明

（
Ｄ
１
）「
中
世
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
瞑
想
法
に
つ
い
て
─Śubhacandra

著

Jñānārn

4ava

を
中
心
に
─
」、
伊
藤
頼
人
（
Ｄ
３
）「『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ

タ
』
に
お
け
る
ダ
ル
マ
神
の
課
す
試
練
」、
板
敷
真
純
（
Ｄ
３
）「
初

期
真
宗
に
お
け
る
真
実
報
土
の
理
解
─
特
に
了
海
の
『
他
力
信
心
聞

書
』
を
中
心
に
─
」、
藤
井
明
（
Ｄ
３
）「
タ
ン
ト
ラ
文
献
に
お
け
る
マ

ン
ト
ラ
の
暗
号
化
と
そ
の
法
則
」、
ま
た
秋
学
期
は
、
プ
ラ
マ
ハ
バ
ン

ジ
ェ
ッ
ト（
Ｄ
３
）「
悟
り
と
律
と
の
関
係
の
考
察
」、
村
田
良
子（
Ｍ
２
）

「Pātañjalayogaśāstravivaran

4a

に
お
け
るprān

4a

概
念
の
基
礎
的
研

究
」、
藤
森
進
（
Ｍ
２
）「
カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ
実
利
論
に
引
用
さ
れ
る
ア
ー

チ
ャ
ー
リ
ヤ
た
ち
の
思
考
範
囲
と
傾
向
」、
村
田
啓
輔
（
Ｍ
２
）「『
法

華
経
』
思
想
の
継
承
─『
度
諸
仏
境
界
智
光
厳
経
』
と
『
法
華
経
』
の

関
連
に
つ
い
て
─
」
の
四
発
表
で
あ
っ
た
。
ま
た
両
発
表
大
会
に
、
学

外
講
師
を
お
招
き
し
御
講
演
戴
い
た
。
各
大
会
の
講
師
名
、
所
属
、
講

演
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

	

（
春
学
期
発
表
大
会
）
陳
継
東
先
生
（
青
山
学
院
大
学
教
授
）「
清
朝
仏

教
の
面
白
さ
」（
秋
学
期
発
表
大
会
）
高
橋
晃
一
先
生
（
東
京
大
学
准

教
授
）「
唯
識
思
想
に
お
け
る
他
者
」
両
先
生
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

⑤　

七
月
二
十
七
日
（
土
）
開
催
の
白
山
中
国
学
会
に
お
い
て
、
大
学
院

生
（
中
国
哲
学
専
攻
）
の
研
究
報
告
・
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
博
士
前

期
課
程
の
研
究
報
告
は
、【
Ｍ
１
】
鄭
丹
「
謝
霊
運
の
山
水
詩
に
つ
い

て
」、
李
華
偉
「『
四
書
改
錯
』
と
『
駁
四
書
改
錯
』
の
比
較
分
析
」、【
Ｍ

２
】
劉
雨
佳
「
余
華
『
死
者
た
ち
の
七
日
間
』
の
物
語
論
」、
楊
若
琳

「
張
愛
玲
が
愛
し
た
上
海
」、
蔡
佩
吟
（
輔
仁
大
学
碩
士
課
程
、
交
換
留

学
生
）「
劉
向
の
権
謀
観
─
─
『
新
序
』『
説
苑
』
を
通
し
て
」【
Ｄ
１
】
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劉
心
奕
「
羅
洪
先
に
お
け
る
主
静
思
想
の
展
開
」、【
Ｄ
３
】
余
祺
琪
「
羅

近
渓
の
良
知
思
想
に
関
す
る
一
考
察
」、
水
野
あ
ゆ「
葉
聖
陶『
稲
草
人
』

（
か
か
し
）
改
稿
を
め
ぐ
っ
て
」、
そ
の
後
、
基
調
講
演
と
し
て
、
中
村

聡
先
生
（
玉
川
大
学
教
授
）「『
こ
と
ば
』
は
『
言
』
か
『
道
』
か
─
─

ロ
ゴ
ス
を
中
国
哲
学
で
考
え
る
─
─
」
の
御
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
な

お
、
二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
一
日
（
土
）
に
開
催
す
る
白
山
中
国
学
会

に
お
い
て
も
、
大
学
院
生
の
研
究
報
告
・
修
士
論
文
発
表
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

⑥　

十
二
月
十
七
日
（
火
）
四
限
（
イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ｂ
）
の
時
間

に
、
シ
ッ
ダ
ー
ル
ト
・
シ
ン
先
生
（
在
日
イ
ン
ド
大
使
館
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー

カ
ー
ナ
ン
ダ
文
化
セ
ン
タ
ー
長
、
バ
ナ
ー
ラ
ス
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
大
学
教

授
）
を
招
聘
し
、「
紛
争
の
解
決
と
平
和
の
構
築
─
ブ
ッ
ダ
の
教
え
に

学
ぶ
」
と
い
う
演
題
で
、
文
学
部
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
講
演
会
（
第
８
回
）

を
開
催
し
た
。
百
名
ほ
ど
の
学
生
が
参
加
し
、
質
疑
応
答
も
活
発
に
行

わ
れ
た
。

⑦　

本
年
度
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
黒
田
祐
介
、
佐
藤
智

博
、
志
村
敦
弘
、
谷
釜
智
洋
、
藤
井
明
、
村
田
啓
輔
（
五
〇
音
順
）
の

各
氏
が
担
当
し
た
。

⑧　

本
年
度
の
卒
業
論
文
の
提
出
者
は
、
第
Ⅰ
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
で

は
一
〇
四
名
、
第
Ⅱ
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
で
は
二
二
名
で
あ
っ
た
。

大
学
院
の
修
士
論
文
提
出
者
は
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
で
は
三
名
、

中
国
哲
学
専
攻
で
は
二
名
で
あ
っ
た
。
本
年
度
の
優
秀
論
文
に
対
す
る

褒
賞
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

【
校
友
会
奨
学
基
金
】

　

学　

部　

新
井
里
奈
（
Ⅰ
部
）、
山
口
哲
人
（
Ⅱ
部
）

　

大
学
院
（
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）
村
田
啓
輔

　
　
　
　

（
中
国
哲
学
専
攻
）
楊
若
琳

【
勧
学
奨
学
基
金
】

　

学　

部　

佐
藤
瑛
（
Ⅰ
部
）、
飯
島
織
江
（
Ⅱ
部
）

【
田
村
芳
朗
奨
学
基
金
】

　

学　

部　

柏
本
智
史
（
Ⅱ
部
）
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二
〇
一
九
年
度
業
績
（
二
〇
一
九
年
一
月
～
十
二
月
）

伊
吹
　
敦

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
近
代
に
お
け
る
傳
統
佛
敎
評
價
の
問
題
─
日
本
・
中
國
に
お
け
る
大
乘

非
佛
說
論
・『
起
信
論
』
中
國
撰
述
說
へ
の
對
應
を
中
心
に
」（『
東
洋

思
想
文
化
』
六
、二
〇
一
九
年
三
月
、
一
四
二
～
一
〇
九
頁
）

「
道
璿
に
よ
る
「
開
法
」
と
最
澄
へ
の
影
響
」（
坂
本
廣
博
博
士
喜
壽
記
念

論
文
集
『
仏
教
の
心
と
文
化
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
九
年
三
月
、

一
一
三
八
～
一
一
一
一
頁
）

「
佛
敎
は
哲
學
な
り
や
宗
敎
な
り
や
─
近
代
日
本
に
お
け
る
佛
敎
の
宗
敎

化
と
禪
宗
・
眞
宗
の
一
元
的
理
解
の
誕
生
」（『
国
際
禅
研
究
』
三
、

二
〇
一
九
年
七
月
、
一
九
五
～
二
三
四
頁
）

「
神
會
に
よ
る｢

如
來
禪｣

の
創
唱
と
宗
密
の
改
變
」（『
印
度
学
仏
教
学

研
究
』
六
八-

一
、二
〇
一
九
年
一
二
月
、
二
九
〇
～
二
九
七
頁
）

〈
翻
訳
〉

「
定
源
（
王
招
国
）
著
「『
金
沙
論
』
研
究
─
北
宗
禅
文
献
の
新
た
な
出
現
」

（
単
訳
、『
国
際
禅
研
究
』
三
、二
〇
一
九
年
七
月
、
一
一
九
～
一
七
一
頁
）

〈
そ
の
他
〉

「
世
界
大
戦
終
結
後
の
中
国
と
禅
（
上
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

五
五
」（『
禅
文
化
』二
五
二
、二
〇
一
九
年
四
月
、
一
二
九
～
一
四
〇
頁
）

「
世
界
大
戦
終
結
後
の
中
国
と
禅
（
中
之
上
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

五
六
」（『
禅
文
化
』
二
五
三
、二
〇
一
九
年
七
月
、
九
六
～
一
〇
六
頁
）

「
世
界
大
戦
終
結
後
の
中
国
と
禅
（
中
之
下
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

五
七
」（『
禅
文
化
』二
五
四
、二
〇
一
九
頁
十
月
、
一
二
九
～
一
三
九
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
佛
教
学
会
（
理
事
）
／
日
・
韓
・
中	

国
際
仏
教
学
術
大
会
（
幹
事
・

編
集
委
員
）
／
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
（
役
員
）
／
日
本
印
度
学
仏
教

学
会
（
会
員
）
／
仏
教
史
学
会
（
会
員
）
／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会

（
会
員
）

学
会
発
表
等

「
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
中
國
北
地
の
思
想
動
向
─
『
金
剛
三
昧
經
』

に
見
る
初
期
禪
宗
と
三
階
敎
の
接
合
と
そ
の
意
味
」（
二
〇
一
九
年
五

月
二
十
六
日
、
国
際
禅
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
初
期
禅
宗
史
研
究
の
最
前
線
」
東
洋
大
学
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、

六
号
館
六
三
一
七
教
室
）

「
禪
宗
に
お
け
る
「
如
來
禪
」
の
起
源
と
展
開
」（
二
〇
一
九
年
九
月
七

日
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
〇
回
学
術
大
会
、
佛
教
大
学
、
紫
野

キ
ャ
ン
パ
ス
、
一
号
館
三
〇
五
・
三
〇
六
教
室
）

「『
師
資
血
脈
傳
』
の
成
立
と
変
化
、
並
び
に
他
の
神
会
の
著
作
と
の
関

係
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
九
年
十
一
月
九
日
、
仏
教
史
学
会
第
七
〇
回

学
術
大
会
、
花
園
大
学
、
拈
華
館
二
〇
二
教
室
）
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「
李
華
撰『
故
左
溪
大
師
碑
』に
見
る
知
識
人
の
佛
敎
理
解
」（
二
〇
一
九

年
十
二
月
七
日
、
国
際
禅
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
初
期
禅
宗
史
研
討
会
」
東
洋
大
学
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、
第
三

会
議
室
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

科
学
研
究
費
助
成
金
「
海
外
の
研
究
者
と
の
連
携
に
よ
る
中
国
・
日
本
に

お
け
る
禅
思
想
の
形
成
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
基
盤
研
究
（
Ａ
）

17H
00904

）
硏
究
代
表
者

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
・
卒
論
指
導
⑥
（
Ⅰ
部
、
通
年
）

中
国
仏
教
史
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

中
国
仏
教
史
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

仏
教
漢
文
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）

仏
教
漢
文
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
特
講
Ⅱ
Ａ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
回
峰
行
に
見
る
身
体
と
心
」（
六
月
十
九
日
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
近
代
に
お
け
る
禅
の
再
発
見
─
胡
適
・
鈴
木
大
拙
・
和
辻
哲
郎
」

（
九
月
二
日
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋

学
期
）
一
回
担
当

「
哲
学
館
の
後
継
者
た
ち
の
活
躍
─
境
野
黄
洋
、
高
嶋
米
峰
な

ど
」（
十
月
十
九
日
）

大
学
院
：
中
国
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

文
学
研
究
科
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
長
、
文
学
部
内
自
己
点
検
・
評
価

委
員
会
委
員（
東
洋
思
想
文
化
学
科
）・
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・

編
集
委
員

○
社
会
的
活
動

（
公
益
財
団
法
人
）
中
村
元
東
方
研
究
所
兼
任
研
究
員

岩
井
　
昌
悟

○
研
究
活
動

〈
共
著
〉

『
釈
尊
お
よ
び
釈
尊
教
団
形
成
史
年
表
』
な
ら
び
に
『
釈
尊
の
生
涯
に
そ
っ

て
配
列
し
た
事
績
別
原
始
仏
教
聖
典
総
覧
【
一
】
～
【
四
】』
釈
尊
伝

研
究
会
著
（
森
章
司
（
研
究
代
表
者
）・
金
子
芳
夫
・
岩
井
昌
悟
・
本

澤
綱
夫
・
石
井
照
彦
）
中
央
学
術
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
十
六

日
学
会
参
加

国
際
井
上
円
了
学
会
第
八
回
学
術
大
会
の
司
会
（
東
洋
大
学
）、

二
〇
一
九
年
九
月
五
日
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国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
国
際
的
視
野
か
ら
見
た
円
了
哲
学
」の
司
会（
井

上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
）
二
〇
一
九
年
九
月
六
日

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本

佛
教
学
会
（
会
員
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
会
員
）
／
パ
ー
リ
学
仏
教
文

化
学
会
（
普
通
会
員
）、
日
本
チ
ベ
ッ
ト
学
会
（
会
員
）
／
国
際
井
上

円
了
学
会
（
理
事
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
河
本
英
夫
［
東
洋

大
学
］）
研
究
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
⑤
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
仏
教
史
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

パ
ー
リ
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
合
同
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅳ
Ａ
（
Ⅰ
部
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅰ
部
）

総
合
Ⅷ
Ａ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春

学
期
）
二
回
担
当

「
日
本
を
ど
う
考
え
る
の
か
─
井
上
円
了
の
忠
と
孝
」（
五
月

十
八
日
、
五
時
限
）

「
井
上
円
了
の
教
育
と
仏
教
─
教
育
は
勅
語
に
基
づ
き
、
宗
教

は
仏
教
を
取
る
」（
六
月
二
十
二
日
、
五
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
仏
教
の
身
体
論
」（
五
月
二
十
二
日
、
七
時
限
）

東
洋
大
学
・
井
上
円
了
研
究
一
回
担
当

「
井
上
円
了
の
釈
迦
」（
五
月
十
一
日
、
四
時
限
）

大
学
院
：
初
期
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

第
一
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
学
科
長
／
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
大

学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

川
崎
　
ミ
チ
コ

○
研
究
活
動

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

仏
教
史
学
会
（
会
員
）・
日
本
中
国
学
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅱ
部
）

中
国
文
学
講
読
Ａ
・
Ｂ
〈
Ⅰ
部
〉

中
国
文
献
学
Ａ
・
Ｂ
〈
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
〉

中
国
文
学
講
読
Ａ
・
Ｂ
〈
Ⅱ
部
〉
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漢
文
訓
読
法
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅲ
Ａ

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
図
書
館
副
館
長
（
白
山
図
書
館
担
当
）

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究

員
学
生
生
活
委
員
会
委
員
（
文
学
部
）

坂
井
　
多
穂
子

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
宋
代
文
人
の
富
貴
観
─
─
龍
涎
香
の
愛
好
を
中
心
に
─
─
」、『
東
洋
思

想
文
化
』
東
洋
大
学
東
洋
思
想
文
化
学
科
紀
要　

第
六
号
、
二
〇
一
九

年
三
月
、
一
～
二
七
頁

「
南
宋
の
養
鶴
詩
人
─
─
江
湖
詩
人
に
至
る
ま
で
─
─
」、『
江
湖
派
研
究
』

第
四
輯
、
江
湖
派
研
究
會
、
二
〇
一
九
年
七
月
、
一
三
四
～
一
五
一
頁

〈
訳
注
〉

「
戴
復
古
五
律
譯
注
」（
Ⅳ
）、『
江
湖
派
研
究
』
第
四
輯
、
江
湖
派
研
究
會
、

二
〇
一
九
年
七
月
、
担
当
一
八
八
～
一
九
四
頁

〈
学
術
講
演
〉

「
唐
宋
士
大
夫
与
〝
滑
稽
〟
─
─
以
白
居
易
、
梅
尧
臣
和
周
紫
芝
为
中

心
」、
湖
南
理
工
学
院
（
文
学
院
・
社
科
処
・
国
際
交
流
処
）
主
催
、

二
〇
一
九
年
九
月
一
七
日

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
大
会
委
員
会
委
員
）
／
日
本
宋
代
文
学
学
会
（
理
事
）

／
白
山
中
国
学
会
（
理
事
・
会
計
委
員
）
／
中
唐
文
学
会
（
会
員
）
／

中
国
文
史
研
究
会
（
会
員
）
／
日
本
杜
甫
学
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
春
学
期
・
Ⅰ
部
）

漢
文
訓
読
法
（
春
学
期
・
Ⅰ
部
）

中
国
学
研
究
法
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
文
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
中
国
文
学
と
身
体
─
纏
足
に
み
る
女
性
観
」（
四
月
二
十
四
日
、

七
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
文
学
特
論
Ⅱ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅳ
（
博
士
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

文
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
委
員
／
文
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員

／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
同
編
集
員
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア

文
化
研
究
所
研
究
員
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小
路
口
　
聡
（
国
内
特
別
研
究
中
）

○
研
究
活
動

〈
訳
注
〉

・「
王
畿
「
余
氏
家
會
籍
題
辭
」
訳
注
─
─
陽
明
門
下
の
講
会
活
動
記

録
を
読
む
（
四
）
─
─
」、『
東
洋
思
想
文
化
』『
東
洋
思
想
文
化
』

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
第
七
二
集
（
東
洋
思
想
文
化
学
科
篇
Ⅵ
）、

二
〇
一
九
年
二
月
、
一
～
二
八
頁

・「
鄒
守
益
「
会
語
」
資
料
（
龍
華
會
語
・
惜
陰
申
約
・
惜
陰
説
）
訳
注	

─
─
陽
明
門
下
の
会
語
記
録
を
読
む　

其
の
三
─
─
」、『
白
山
中
国
学
』

通
巻
二
十
五
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
一
～
二
一
頁
、
＊
吉
田
公
平
、

早
坂
俊
廣
、
鶴
成
久
章
、
伊
香
賀
隆
、
播
本
崇
史
と
共
著
。

〈
そ
の
他
〉

・「
心
は
理
を
創
造
す
る
─
─
荒
木
見
悟
氏
の
「
心
即
理
」
解
釈
の
可
能

性
─
─
（「
心
创
造
理
─
─
荒
木
见
悟
教
授
〝
心
即
理
〟
解
释
的
可
能

性
（
余
祺
琪
訳
）」）」、「
中
国
哲
学
的
丰
富
性
再
现
─
荒
木
见
悟
与
中

日
儒
学
国
际
研
讨
会
」
予
稿
集
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
四
日

〈
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
〉

・「
王
龍
溪
哲
学
の
可
能
性
に
つ
い
て
─
─「
研
究
」と「
学
」の
間
で
─
─
」

二
松
學
舎
大
學
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
王
龍
溪

研
究
の
現
在
」、
二
〇
一
九
年
三
月
八
日
、
二
松
學
舎
大
學　

九
段
校

舎
１
号
館
二
〇
一
教
室

・「
語
り
合
う
〈
良
知
〉
た
ち
─
─
王
龍
渓
の
良
知
心
学
を
共
働
実
学
す

る
─
─
」、
京
都
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
復
幸
実
学
共
働
学
習
会
、
二
〇
一
九

年
七
月
一
六
日
、
大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル
二
四
階
、
樹
福
書
院
会
議
室
）

・「
心
创
造
理
─
─
论
荒
木
见
悟
先
生
〝
心
即
理
〟
的
解
释
（
心
は
理
を

創
造
す
る
─
─
荒
木
見
悟
氏
の
「
心
即
理
」
解
釈
の
可
能
性
─
─
）」、

复
旦
大
学
哲
学
学
院
、
复
旦
大
学
上
海
儒
学
院
主
办
国
際
会
議
「
中

国
哲
学
的
丰
富
性
再
现
─
荒
木
见
悟
与
中
日
儒
学
国
际
研
讨
会
」、

二
〇
一
九
年
九
月
一
四
日
～
一
六
日
、
中
国
上
海
、
復
旦
大
学
光
華
楼

西
主
楼
二
四
一
〇
室

・「
過
ち
に
気
づ
く
と
い
う
こ
と
─
─
陸
王
心
学
の
改
過
論
」、
日
本
陽
明

学
研
究
会
〈
姚
江
の
会
〉、
中
央
区
佃
区
民
館
六
号
室
、
二
〇
一
九
年

一
二
月
一
四
日

〈
学
会
活
動
〉

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）、
白
山
中
国
学
会
（
理
事
・『
白
山
中
国
学
』
編

集
委
員
）、
中
国
文
史
哲
研
究
会（
会
員
）、
東
洋
古
典
學
研
究
会（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

科
学
研
究
費
助
成
金
「
陽
明
門
下
の
講
学
活
動
と
「
会
語
」
資
料
に

関
す
る
総
合
的
研
究
」（
研
究
種
目
基
盤
研
究
（
Ｂ
）、
課
題
番
号

17H
02271

）、
＊
硏
究
代
表
者

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
国
内
特
別
研
究
中
に
つ
き
免
除
。

大
学
院
：
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動
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国
内
特
別
研
究
中
に
つ
き
免
除
。

白
井
　
順

〇
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
西
村
天
囚
の
門
人
・
岡
山
源
六
─
そ
の
中
国
貴
陽
時
代
を
中
心
に
─
」、

『
懐
徳
』
第
八
七
号
、
四
六
～
五
九
頁
、
二
〇
一
九
年
一
月

懐
徳
堂
教
授
吉
田
銳
雄
与
蜀
人
査
体
仁
《
学
庸
俗
話
》、『
儒
藏
論
壇
』
第

十
二
輯
、
一
四
三
～
一
六
一
頁
、
二
〇
一
九
年
六
月

〈
学
会
活
動
〉
所
属
学
会

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）
／
日
本
道
教
学
会
（
会
員
）
／
東
方
学
会
（
会

員
）
／
朝
鮮
学
会
（
会
員
）
／
韓
国
思
想
史
学
会
（
委
員
）
／
白
山
中

国
学
会
（
理
事
）
／
日
本
儒
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
思
想
史
学
会
（
会

員
）
／
大
阪
市
立
大
学
中
国
学
会
（
会
員
）
／
九
州
大
学
中
国
哲
学
研

究
会
（
会
員
）
／
九
州
中
国
学
会
（
会
員
）
／
阪
神
中
哲
談
話
会
（
会

員
）
／
近
現
代
東
北
ア
ジ
ア
地
域
史
研
究
会
（
会
員
）

〇
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
海
外
文
化
研
修
（
集
中
）

中
国
哲
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

中
国
哲
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

中
国
語
Ⅰ
Ａ　

Ａ
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

中
国
学
概
論
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑨
Ａ
Ｂ
／
中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
⑨（
Ⅰ
部
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
東
洋
学
と
近
代
」（
十
月
九
日
、
七
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
博
士
後
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
博
士
後
期
課
程
）

〇
大
学
管
理
運
営
活
動

体
育
協
議
会
委
員
／
文
学
部
外
国
語
委
員
会
委
員
／
大
学
院
図
書
館
図
書

選
書
担
当
／
文
学
研
究
科
内
Ｆ
Ｄ
委
員

沼
田
　
一
郎

○
研
究
活
動

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
〉

・「
ダ
ル
マ
文
献
に
お
け
る
司
法
論
題
の
配
置
と
そ
の
変
遷
」（
共
同
研
究

「
ブ
ラ
フ
マ
ニ
ズ
ム
と
ヒ
ン
ド
ゥ
イ
ズ
ム
─
南
ア
ジ
ア
の
社
会
と
宗
教

の
連
続
性
と
非
連
続
性
」
第
６
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
・
中
世
イ
ン

ド
の
王
権
と
宗
教
」
東
京
大
学
、
二
〇
一
九
年
三
月
二
四
日
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
・
英
文
叢
書
委
員
会
委
員
）
／
日
本
印
度

学
仏
教
学
会
（
評
議
員
・
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
ア
ジ
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ア
法
学
会
（
会
員
）
／
国
際
井
上
円
了
学
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学
部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
（
Ⅰ
部
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅰ
Ａ
Ｂ

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ａ
Ｂ

東
洋
思
想
文
化
演
習
（
Ⅱ
部
）

野
間
　
信
幸

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

〈
そ
の
他
〉

「
山
岡
景
行
先
生
を
偲
ぶ
」『
東
洋
思
想
文
化
』
第
六
号
、
二
〇
一
九
年
二

月
二
八
日
、
五
七
～
五
八
頁

「
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
講
座M

O
O

C

（
ム
ー
ク
）
に
つ
い
て
」『
東
洋
大
学

高
等
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
九

年
一
月
二
九
日

「
年
間
授
業
計
画
票
の
作
成
と
配
布
」『
東
洋
大
学
高
等
教
育
推
進
セ
ン

タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』
第
一
八
号
、
二
〇
一
九
年
六
月
十
一
日

〈
講
演
〉

「
井
上
円
了
の
見
た
世
界
─
─
学
祖
井
上
円
了
が
台
湾
で
見
た
も
の
、
考

え
た
こ
と
」（
円
了
没
後
一
〇
〇
周
年
記
念
公
演
）、
二
〇
一
九
年
六
月

十
五
日
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス1B11

教
室

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）
／
日
本
台
湾
学
会
（
学
会
賞
選
考
委
員
）
／

天
理
台
湾
学
会
（
理
事
）
／
日
本
現
代
中
国
学
会
（
会
員
）
／
白
山
中

国
学
会
（
会
長
）
／
中
国
文
芸
研
究
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
③
《
春
》（
Ⅰ
）

中
国
文
学
史
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
文
学
演
習
Ⅰ
（
Ⅰ
部
）

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学

期
）
一
回
担
当

「
円
了
の
台
湾
巡
講
─
南
船
北
馬
２
（
台
湾
巡
講
）」
十
月
十
五

日
（
台
風
十
九
号
で
全
学
休
業
と
な
り
中
止
）

大
学
院
：	

中
国
文
学
特
論
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
・
中
国
語
学
研
究

Ⅰ
（
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
会
委
員
・
文
学
部
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
推
進
委
員

会
委
員
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
運
営
委
員
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○
社
会
的
活
動ア

ジ
ア
セ
ン
タ
ー
21
（
維
持
会
員
）

橋
本
　
泰
元

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
グ
ル
ー
＝
ナ
ー
ナ
ク
の
実
践
論
」（
単
著
、『
東
洋
学
研
究
』
第
五
六
号
、

六
七
～
八
四
頁
、
二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
）

〈
学
会
活
動
〉

〈
所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職
〉

日
本
印
度
学
佛
教
学
会
（
理
事
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
南

ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

「
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
思
想
的
・
文
化
的
融
合
の
動
態
的
研
究
─
バ
ク
テ
ィ

思
想
を
中
心
と
し
て
─
」（
二
〇
一
九
年
度
井
上
円
了
記
念
研
究
助　

研
究
代
表
者
）

「
多
言
語
重
層
構
造
を
な
す
イ
ン
ド
文
学
史
の
先
端
的
分
析
法
と
新
記
述
」

〈
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
［
基
盤
研
究
（
Ａ
）］
研
究
代
表

者
：
水
野
善
文
［
東
京
外
国
語
大
学
］
連
携
研
究
者
〉

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
（
Ⅰ
部
）

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
論
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
③
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
②
（
Ⅰ
部
）

仏
教
の
芸
能
（
秋
学
期
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）（
Ⅱ
部
）

文
学
部
伝
統
文
化
講
座
（T

D
B

）「
聲
明
公
演
」
主
催
（
十
月

一
九
日
）

大
学
院
：
イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後
期

課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
正
大
学
学
部
：
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
（
総
合
）

東
京
大
学
文
学
部
・
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
：
外
国
語
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー

語
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
思
想
文
化
学
科
第
二
部
学
科
長
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究

員
・
運
営
委
員
／
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
審
査
専
門
委
員

○
社
会
的
活
動

団
体
役
員
等

（
特
財
）
大
法
輪
石
原
育
英
会
評
議
員

水
谷
　
香
奈

○
研
究
活
動
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〈
論
文
〉

「
平
塚
ら
い
て
う
と
仏
教
─
浄
土
問
題
へ
の
対
応
と
そ
の
思
想
的
背
景

─
」、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
七
巻
第
二
号
、
日
本
印
度
学
仏
教

学
会
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
六
三
三
～
六
三
九
頁
。

「
平
塚
ら
い
て
う
の
思
想
─
見
性
と
母
性
に
関
す
る
一
考
察
─
」、『
東
洋

大
学
井
上
円
了
研
究
助
成
・
大
型
研
究
特
別
支
援
助
成　

日
本
文
化
の

背
景
と
な
る
仏
教
文
化
の
研
究
（
平
成
二
十
九
～
三
十
年
度
）
研
究

報
告
書
』、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
四
九
～

七
〇
頁
。

〈
そ
の
他
〉

車
相
燁
（
水
谷
香
奈
訳
）「
宗
教
儀
式
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
摩
訶
衍
の
禅
旨
」

お
よ
び
同
「
伊
吹
敦
教
授
の
論
評
に
つ
い
て
」、『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術

論
集
』
第
七
号
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
ほ
か
、
二
〇
一
九
年
一
月
、

二
七
三
～
二
九
五
頁
お
よ
び
三
〇
二
～
三
〇
五
頁
。

崔
鈆
植
（
水
谷
香
奈
訳
）「
高
麗
後
期
の
看
話
禅
の
定
着
と
非
禅
宗
僧
侶

へ
の
拡
散
の
様
相
」、『
国
際
禅
研
究
』
第
三
号
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研

究
所
国
際
禅
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
二
〇
一
九
年
七
月
、
七
～
三
七
頁
。

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
会
員
）
／
日
本

宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
東
ア
ジ
ア
仏
教
研

究
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
（
春
学
期
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
⑤
（
春
学
期
）

卒
論
指
導
Ａ
②
（
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

卒
論
指
導
Ｂ
②
（
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ａ
②
（
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ｂ
②
（
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
Ａ
②
（
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
Ｂ
②
（
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
②
（
Ⅱ
部
、
通
年
）

日
本
仏
教
史
Ａ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

日
本
仏
教
史
Ｂ
（
Ⅰ
部
、
秋
学
期
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

春
学
期
）
二
回
担
当

「
は
じ
め
に
」（
四
月
十
日
、
七
時
限
）

「
ま
と
め
・
試
験
」（
七
月
二
十
四
日
、
七
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

秋
学
期
）
三
回
担
当

「
は
じ
め
に
」（
九
月
二
十
五
日
、
七
時
限
）

「
戦
争
と
日
本
仏
教
」（
十
一
月
二
十
七
日
、
七
時
限
）

「
ま
と
め
・
試
験
」（
一
月
十
五
日
、
七
時
限
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
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山
口
　
し
の
ぶ

〇
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
リ
島
の
寺
院
に
お
け
る
シ
ヴ
ァ
＝
ブ
ッ
ダ
観
念
の

表
出
─
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
に
見
ら
れ
る
仏
教
的
要
素
を
中
心
と

し
て
」『
東
洋
思
想
文
化
』
第
六
号
、
八
八
～
一
〇
八
頁
、
二
〇
一
九

年
三
月
）

〈
基
調
講
演
〉〝Balinese	Culture	and	T

ourism
,"	T

he	2
nd	 T

riatm
a	

M
ulya	International	Conference,	organized	by	T

riatm
a	M

ulya	
U

niversity	Bali	Indonesia	2019,	A
ugust	15,	2019,	in	Puri	Saron	

H
otel,	Sem

inyak,	Bali.

〈
所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職
〉

　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
南

ア
ジ
ア
学
会
（
和
文
雑
誌
編
集
委
員
・
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）

／
日
本
西
蔵
学
会
（
会
員
）
／
密
教
図
像
学
会
（
会
員
）
／
東
海
印
度
学

仏
教
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
リ
・
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
儀
礼
に
お
け
る
イ
ン
ド
宗
教
の
受
容
と
変
容
に
関
す
る
研
究
」

（
研
究
代
表
者
）

〈
調
査
活
動
〉

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
リ
島
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
儀
礼
の
実
態
調
査

（
二
〇
一
九
年
八
月
八
日
～
八
月
十
八
日
、
科
研
費
に
よ
る
調
査
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑦
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
③
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑦
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
③
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

卒
論
指
導
Ａ
・
Ｂ
⑦
（
Ⅰ
部
）

卒
論
指
導
Ａ
・
Ｂ
③
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
（
Ⅰ
部　

春
学
期
）

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
（
Ⅱ
部　

春
学
期
）

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

総
合
Ⅲ
Ｂ
、
Ⅳ
Ｂ
「
東
洋
大
学
井
上
円
了
哲
学
塾
」（
Ⅰ
・
Ⅱ

部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
井
上
円
了
の
見
た
世
界
」（
十
二
月
二
一
日
、
三
、四
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
近
代
化
と
チ
ベ
ッ
ト
」（
十
月
十
六
日
、
七
時
限
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
）
一
回
担
当

「
日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学
─
井
上
円
了
の
哲
学
と
実
践	

─
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
「
哲
学
館
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ
─	

明
治
の
取
経
僧
・
河
口
慧
海
と
能
海
寛
」
十
一
月
十
六
日
、
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五
時
限
）
一
回
担
当

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
１
「
哲
学
へ
の
誘
い
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

一
回
担
当

「
バ
リ
島
の
宗
教
に
お
け
る
世
界
と
自
己
」（
五
月
十
六
日
、
五

時
限
）

大
学
院
：	

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅳ
Ａ
・
Ｂ
、
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
前

期
課
程
）

　
　
　
　

	

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
、
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
後

期
課
程
）

〇
社
会
活
動

〈
公
開
講
座
〉

「
円
了
の
世
界
旅
行
」（
二
〇
一
九
年
度
井
上
円
了
没
後
一
〇
〇
周
年
記
念

講
座
「
井
上
円
了
の
見
た
世
界
、
第
二
回
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
二
日
、

東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、
一
Ｂ
一
一
教
室
）

「
井
上
円
了
と
近
代
ア
ジ
ア
」（
円
了
没
後
一
〇
〇
周
年
記
念
「
円
了
デ
ー
」

講
演
会
「
今
に
つ
な
が
る
円
了
哲
学
、
二
〇
一
九
年
十
月
二
六
日　

東

洋
大
学
１
２
５
記
念
ホ
ー
ル
）

「
東
南
ア
ジ
ア
美
術
の
旅
」（
第
一
回
～
第
四
回
）（
東
洋
大
学
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
講
座
Ａ
２
、
第
一
回
二
〇
一
九
年
十
月
一
九
日
、
第
二
回

一
一
月
九
日
、
第
三
回
一
一
月
十
六
日
、
第
四
回
一
一
月
二
三
日
、
東

洋
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
課
学
習
室
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
文
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
化
委
員
会
委
員
長
／
東
洋
大
学
文
学

部
予
算
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員

渡
辺
　
章
悟

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「Satpurus

4a

考
」『
東
洋
思
想
文
化
』
第
６
号
、
東
洋
大
学
文
学
部
、

二
〇
一
九
年
三
月
、
一
～
二
六
頁
（Left

）.

「
日
本
の
山
岳
信
仰
の
独
自
性
─
立
山
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
東
洋
学

研
究
』
五
六
号
、
東
洋
大
学
附
置
東
洋
学
研
究
所
二
〇
一
九
年
三
月
、

二
七
～
三
四
頁

「
大
乗
仏
教
の
説
法
者
─
ダ
ル
マ
バ
ー
ナ
カ
（D

harm
abhān

4aka

）」『
禅

学
研
究
所
紀
要
』
47
号
、
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
三

月
、
一
～
三
四
頁

「
曹
洞
宗
で
唱
え
ら
れ
る
ダ
ラ
ニ
経
典
─
大
悲
心
陀
羅
尼　

第
一
回
」『
仏

教
企
画
通
信
』
五
七
号
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
日
、
四
～
五
頁

「
般
若
経
と
『
中
論
』
の
縁
起
説
」『
印
仏
研
究
』
第
六
八
─
一
号
、

二
〇
一
九
年
一
二
月
、
一
三
九
～
一
四
七
頁

A
	Q

uestion	Concerning	the	T
itle	of	the	Prajñāpāram

itā-hr

4daya	
［-sūtra

］:	Is	the	Prajñāpāram
itā-hr

4daya

［-sūtra

］	a	Sūtra	that	
A

dvocates	Em
ptiness	or	a	D

hāran

4ī	（M
antra

）?,	Prof. Charles 
W

illem
en Felicitation V

olum
e,	the	K

.	J.	Som
aiya	Centre	for	

Buddhist	Studies,	M
um

bai,	2018,	pp.383-396.
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〈
著
書
〉

『
般
若
経
の
思
想
』
春
秋
社
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
、
全
二
三
九
頁

〈
学
会
発
表
〉

「
大
乗
仏
教
の
伝
承
者
た
ち
─bodhisattva,	satpurus

4a,	
dharm

abhān
4aka

─
」
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
・
第
六
九
回
学
術
大
会
、

東
洋
大
学
、
平
成
三
〇
年
九
月
一
日
（
土
）

〈
そ
の
他
〉

京
極
夏
彦
と
の
対
談「
仏
教
と
井
上
円
了
」『
井
上
円
了
─「
哲
学
す
る
心
」

の
軌
跡
と
こ
れ
か
ら
』
講
談
社
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
、
二
六
～
二
九

頁
「
大
乗
仏
教
の
菩
薩
と
は
」『
仏
教
文
化
』
第
二
〇
〇
号
、
東
京
国
際
仏
教

塾
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
〇
日

「
千
手
経
と
は
」（
曹
洞
宗
で
唱
え
ら
れ
る
ダ
ラ
ニ
経
典　

第
二
回
）『
仏

教
企
画
通
信
』
五
八
号
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
、
三
～
四
頁

〈
講
演
・
研
究
発
表
〉

「『
般
若
心
経
』
の
系
統
─
序
文
と
空
性
表
現
を
中
心
と
し
て
」（
第
六
四

回
国
際
東
方
学
者
会
議
で
の
「『
般
若
心
経
』
を
解
体
す
る
─
般
若
心

経
研
究
の
最
前
線
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表
、
於
日

本
教
育
会
館
８
階
会
議
室
）
二
〇
一
九
年
五
月
一
八
日

「
般
若
経
と
『
中
論
』
の
縁
起
説
」（
日
本
印
仏
学
会
第
七
〇
回
学
術
大
会
、

於
仏
教
大
学
）
二
〇
一
九
年
九
月
七
日
（
土
）

「
仏
典
翻
訳
の
意
義
─（
公
財
）英
訳
大
蔵
経
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
め
ぐ
っ
て
」

黄
檗
勉
強
会
、
於
目
黒
区
海
福
寺
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
〇
日
（
火
）

「『
般
若
心
経
』
の
世
界
」
こ
う
の
と
り
ア
カ
デ
ミ
ー
主
催
、
鴻
巣
市
文
化

会
館
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
〇
日
（
火
）

「
菩
薩
と
第
二
の
転
法
輪
」
駒
澤
大
学
仏
教
学
会
で
の
講
演
、
二
〇
一
九

年
一
一
月
一
八
日
（
月
）

「
般
若
経
の
真
理
」
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
一
二

月
七
日
（
土
）

〈
学
会
活
動
〉

・
所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
理
事
・
評
議
員
・
企
画
編
集
委
員
）
／
仏
教

思
想
学
会
（
理
事
・
評
議
員
）
／
日
本
西
蔵
学
会
（
委
員
）
／
（
般
財
）

東
方
学
会
（
地
区
委
員
・
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
評
議
員
）
／
日

本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
（
公
財
）
東
方
研
究
会
（
兼
担
研
究
員
）
／

日
本
仏
教
心
理
学
会
（
会
員
）
／
国
際
仏
教
学
会IA

BS

（
会
員
）・
学

会
参
加
等

仏
教
思
想
学
会
第
三
四
回
学
術
大
会
、
身
延
山
大
学
、
二
〇
一
九
年
六

月
二
九
日
（
理
事
会
・
研
究
発
表
会
の
司
会
）

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
八
回
学
術
大
会
、
仏
教
大
学
、
二
〇
一
九

年
九
月
七
日
～
八
日
（
二
日
間
、
理
事
会
・
研
究
発
表
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
宰
及
び
参
加
〉

井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
：
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
初
期
大
乗

仏
教
の
成
立
と
展
開
─
─
テ
ク
ス
ト
・
こ
と
ば
・
思
想
─
─
」
研
究
代

表
者

井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
：
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
東
ア
ジ
ア
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に
お
け
る
仏
教
思
想
の
成
立
と
展
開
、
並
び
に
そ
の
意
義
の
解
明
」（
研

究
代
表
者　

伊
吹
敦
）
研
究
分
担
者

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
：
河
本
英
夫
［
東
洋

大
学
］）
第
二
ユ
ニ
ッ
ト
「
課
題
・「
宗
教
の
超
克
と
調
和
に
向
け
て
」

に
所
属
し
、
仏
教
を
中
心
と
し
た
多
文
化
・
多
宗
教
共
生
の
研
究
を
行

う
。
研
究
員
、
運
営
委
員

「
バ
ウ
ッ
ダ
コ
ー
シ
ャ
・
仏
教
用
語
の
『
日
英
基
準
訳
語
集
』
構
築
に
向

け
て
の
総
合
的
研
究
」
文
科
省
科
学
研
究
費
［
基
盤
研
究
（
Ａ
）］（
研

究
代
表
者
・
斎
藤
明
［
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
］）
研
究
分
担
者
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅰ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
③
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
（
Ⅱ
部
）

文
学
部
総
合
科
目
Ⅰ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
共
通
）

・
東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二

回
担
当

・
東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二

回
担
当

・
宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
二

回
担
当

・
総
合
Ⅷ
Ａ
・
Ｂ
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

運
営
責
任
者
な
ら
び
に
六
回
の
授
業
担
当

大
学
院
：
大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
後
期
課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
正
大
学
大
学
院
「
Ｍ
Ｄ
仏
教
学
特
論
Ａ
・
Ｂ
」
春
学
期
・
秋
学
期

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
（
運
営
委
員
・
研
究
所
員
）
／
東
洋
大
学
国
際

哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
運
営
委
員
・
研
究
員
）

○
そ
の
他
の
社
会
活
動

（
公
財
）
仏
教
伝
道
協
会
・
英
訳
大
蔵
経
編
集
委
員
会
（
委
員
）・
仏
教
聖

典
編
集
委
員
会
（
委
員
）・
助
成
金
審
査
委
員
会
（
委
員
）
／
（
特
財
）

大
法
輪
石
原
育
英
会
奨
学
生
選
考
委
員
会
（
委
員
）
／
（
公
財
）
中
村

元
東
洋
思
想
文
化
賞
審
査
委
員
会（
審
査
員
）／
東
洋
大
学
仏
教
会（
会

長
）
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二
〇
一
九
年
度
開
講
科
目

・
授
業
名
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
、
担
当
者
の
順
に
記
す
。

・
通
年
科
目
は
Ａ
（
春
学
期
）・
Ｂ
（
秋
学
期
）
に
分
か
れ
る
が
、
担
当
者

が
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
春
秋
通
じ
て
同
一
の
場
合
、

そ
の
区
分
は
省
略
し
て
記
し
た
。

・
た
だ
し
、
半
期
の
み
の
授
業
に
つ
い
て
は
《
春
》《
秋
》
と
表
記
し
た
。

・
担
当
者
お
よ
び《
春
》《
秋
》の
授
業
区
分
に
付
し
た
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、

そ
れ
ぞ
れ
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
区
別
を
示
す
。
カ
ッ
コ
内
の
数
字
が
付
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
、
Ⅰ
部
Ⅱ
部
隔
年
開
講
の
科
目
か
、
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
担
当

者
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

〈
学
部
〉（
五
十
音
順
）

東
洋
思
想
文
化
学
科

ア
ジ
ア
の
古
典
《
春
》（
イ
ン
ド
の
古
典
に
触
れ
る
）	
宮
本　

城

ア
ジ
ア
の
文
学
（
新
し
い
台
湾
の
文
学
）	

橋
本
恭
子

イ
ス
ラ
ー
ム
概
論
《
秋
》（
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
も
の
の
捉
え
方
・
考
え
方

を
知
る
）	

柴
山　

滋

イ
ン
ド
現
代
思
想
《
春
》（
イ
ン
ド
近
・
現
代
宗
教
思
想
家
の
生
涯
と
思
想
）

	

宮
本
久
義
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ａ
（
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
思
想
）	沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ｂ
（
ヴ
ェ
ー
ダ
の
思
想
）	

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ａ
（
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の
思
想
と
展
開
）

	

三
澤
祐
嗣
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ｂ
（
シ
ヴ
ァ
派
の
思
想
と
展
開
）

	

三
澤
祐
嗣
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
思
想
と
宗
教
の
潮
流
を
概
観
す
る
）

	

橋
本
泰
元
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
（
イ
ン
ド
思
想
と
宗
教
の
潮
流
を
概
観
す
る
）

	

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
史
Ｂ
（
イ
ン
ド
の
叡
智
を
探
る
）	

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ
（
道
徳
・
財
・
愛
欲
の
イ
ン
ド
文
化
史
）

	

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ｂ
・
Ⅱ
Ａ
（
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化
）

	

石
川　

寛
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅱ
Ｂ
《
秋
》（
古
代
イ
ン
ド
の
伝
統
的
行
法
ヨ
ー
ガ
と

伝
承
医
学
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
）	

宮
本
久
義

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅲ
Ａ
《
春
》（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
化
へ
の
文
化
人
類
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
）	

古
賀
万
由
里

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅲ
Ｂ
《
秋
》（
イ
ン
ド
神
話
を
知
る
）	

宮
本　

城

イ
ン
ド
仏
教
史
Ａ
（
釈
尊
の
覚
り
と
そ
の
展
開
）	

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
仏
教
史
Ｂ
（
大
乗
仏
教
と
は
何
か
）	

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
（
仏
教
の
仏
と
神
々
の
図
像
学
的
考
察
）

	

山
口
し
の
ぶ
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イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ｂ
（
南
ア
ジ
ア
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
美
術
）

	

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
舞
踊
《
秋
》（
イ
ン
ド
舞
踊
・
バ
ラ
タ
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
ム
の
実
技
と

理
論
）	

久
保
田
幸
代

イ
ン
ド
文
化
概
論
Ａ
《
春
》（
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
地
方
～
北
イ
ン
ド
世
界
の

悲
恋
民
話
の
世
界
を
読
み
語
る
）	

村
山
和
之

イ
ン
ド
文
化
概
論
Ｂ
《
春
》（
文
学
を
通
し
て
見
る
イ
ン
ド
文
化
）

	

宮
本　

城

韓
国
語
Ａ
Ｂ	

佐
藤　

厚

韓
国
仏
教
史
《
秋
》	

佐
藤　

厚
（
Ⅱ
）

漢
文
訓
読
法
①
《
春
》	

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅰ
）

漢
文
訓
読
法
②
《
春
》（
漢
文
法
の
基
礎
知
識
）	
坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

漢
文
訓
読
法
《
春
》	
川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅱ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
①
《
春
》（
異
な
る
体
系
と
の
出
会
い
）	
多
田　

恵
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
②
《
春
》（
Ｈ
Ｓ
Ｋ
２
級
の
合
格
）	

吉
田
雅
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
③
《
春
》（
中
国
語
初
心
者
の
た
め
の
授
業
）

	

橋
本
恭
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ｂ
①
《
秋
》（
異
な
る
体
系
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
）

	

多
田　

恵
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ｂ
②
《
秋
》（
Ｈ
Ｓ
Ｋ
２
級
の
合
格
）	

吉
田
雅
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ｂ
③
《
秋
》（
中
国
語
初
心
者
の
た
め
の
授
業
）

	

橋
本
恭
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
Ｂ
（
初
級
中
国
語
）	

大
江
千
晶
（
Ⅱ
）

キ
リ
ス
ト
教
概
論
《
春
》（
キ
リ
ス
ト
教
の
基
礎
的
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
誕
生
ま
で
の
歴
史
と
宗
教
思
想
的
変
遷
を
中
心

に
学
ん
で
ゆ
く
）	

山
中
利
美
（
Ⅰ
）

近
代
化
と
東
洋
《
秋
》（
東
洋
は
近
代
化
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉	

水
谷
香
奈

現
代
に
生
き
る
仏
教
《
秋
》（
人
権
の
歴
史
を
め
ぐ
る
仏
教
者
の
か
か
わ

り
に
学
び
、
現
代
社
会
の
排
除
と
包
摂
を
考
え
る
）	

高
瀬
顕
功
（
Ⅱ
）

現
代
の
イ
ン
ド
《
秋
》（
イ
ン
ド
近
・
現
代
の
政
治
と
社
会
）

	

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

坐
禅
《
春
》（「
い
ま
」
に
気
付
く
）	

眞
如
晃
人

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
入
門
）	

岩
井
昌
悟

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
実
践
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
中
級
）	

渡
辺
章
悟

写
経
《
春
》	

張
堂
興
昭

宗
教
学
Ⅰ
Ａ
（
南
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
宗
教
思
想
）	

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

宗
教
学
Ⅰ
Ｂ
（
仏
教
の
伝
播
と
変
容
）	

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
（
ア
ジ
ア
宗
教
の
思
想
と
文
化
─
仏
教
の
ア
ジ
ア
各
地
へ
の

受
容
と
変
容
）	

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ｂ
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
思
想
と
文
化
─
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ

ア
に
お
け
る
イ
ン
ド
文
化
の
受
容
と
変
容
）	

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
日
本
人
と
宗
教
の
関
わ
り
、
宗
教
と
言
語
、
道
徳
）

	

吉
村　

均
（
Ⅱ
）

宗
教
学
概
論
Ａ
（
多
様
な
る
教
理
と
実
践
の
世
界
）	

島
田
茂
樹

宗
教
学
概
論
Ｂ
（
華
麗
な
る
文
化
と
芸
術
の
世
界
）	

島
田
茂
樹
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宗
教
社
会
学
Ａ
（「
宗
教
」
の
社
会
性
と
個
人
性
）	

冨
澤
か
な

宗
教
社
会
学
Ｂ
（
イ
ン
ド
の
社
会
と
宗
教
と
そ
の
理
解
）	

冨
澤
か
な

上
級
中
国
語
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
作
文
）	

阿
部
順
子

神
道
史
Ａ
（
日
本
中
世
の
仏
教
と
神
祇
（
１
））	

伊
藤　

聡

神
道
史
Ｂ
（
日
本
中
世
の
仏
教
と
神
祇
（
２
））	

伊
藤　

聡

総
合
Ⅷ
Ａ
Ｂ
①
（
日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学
─
井
上
円
了
の
哲
学
と
実

践
─
〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉）	

渡
辺
章
悟

チ
ベ
ッ
ト
語
Ａ
（
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
文
法
）	

石
川
美
恵

チ
ベ
ッ
ト
語
Ｂ
（『
法
華
経　

普
門
品
』（
観
音
経
）
を
読
む
）	

石
川
美
恵

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
《
春
》	

山
口
し
の
ぶ

中
級
中
国
語
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
能
力
を
高
め
る
）	

荒
井　

礼

中
国
学
概
論
Ａ
（
現
代
社
会
と
中
国
優
秀
伝
統
文
化
）	

白
井　

順

中
国
学
概
論
Ｂ
（
中
国
文
学
を
鑑
賞
す
る
）	

荒
井　

礼

中
国
学
研
究
法
Ａ
（
中
国
哲
学
研
究
の
基
礎
知
識
）	

播
本
崇
史

中
国
学
研
究
法
Ｂ
（
中
国
学
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
）	
坂
井
多
穂
子

中
国
現
代
文
学
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
二
〇
世
紀
文
学
の
歩
み
）	
徐　

子
怡

中
国
語
Ⅳ
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
能
力
を
高
め
る
）

	

荒
井　

礼
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
作
文
）	

阿
部
順
子
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅵ
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
中
級
者
の
た
め
の
授
業
）	

橋
本
恭
子
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅶ
Ａ
Ｂ
（
中
級
中
国
語
）	

権　

慧
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅳ
Ａ
（
聴
解
の
基
礎
）	

多
田　

恵
（
Ⅱ
）

中
国
語
Ⅳ
Ｂ
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
基
礎
を
培
う
聴
解
）	

多
田　

恵
（
Ⅱ
）

中
国
語
学
演
習
Ａ
Ｂ
（
長
文
の
中
国
語
に
慣
れ
る
）	

吉
田
雅
子

中
国
史
概
説
Ａ
（
中
華
世
界
の
拡
大
と
再
生
）	

竹
内
洋
介

中
国
史
概
説
Ｂ
（「
華
夷
一
家
」
へ
の
道
）	

竹
内
洋
介

中
国
哲
学
講
読
Ａ
Ｂ
②
（『
天
道
溯
原
』
講
読
）	

中
村　

聡
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
講
読
Ａ
Ｂ
①
（
朱
熹
『
論
語
集
注
』
学
而
・
為
政
篇
）

	

播
本
崇
史
（
Ⅱ
）

中
国
哲
学
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
に
哲
学
は
あ
る
の
か
？
）	

中
村　

聡
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
に
お
け
る
「
哲
学
」
の
姿
）	

坂
本
頼
之
（
Ⅱ
）

中
国
哲
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（『
小
学
』
読
解
）	

白
井　

順

中
国
哲
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
儒
家
思
想
を
巡
る
諸
問
題
）	

川
田　

健
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ａ
（
先
史
～
南
北
朝
時
代
の
中
国
美
術
）	

萩
原　

哉
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ｂ
（
隋
唐
～
明
清
時
代
の
中
国
美
術
）	

萩
原　

哉
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ａ
Ｂ
（
中
国
の
仏
教
・
道
教
を
中
心
と
し
た
宗
教
美
術
史
）

	

田
中
知
佐
子
（
Ⅱ
）

中
国
仏
教
史
Ａ
（
初
伝
期
か
ら
南
北
朝
ま
で
）	

伊
吹　

敦

中
国
仏
教
史
Ｂ
（
隋
代
か
ら
現
代
ま
で
）	

伊
吹　

敦

中
国
文
化
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
思
想
文
化
─
入
門
と
手
ほ
ど
き
─
）	

播
本
崇
史

中
国
文
学
史
Ａ
Ｂ
（
宋
代
以
降
の
文
学
の
諸
相
）	

野
間
信
幸

中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ
①
（「
敦
煌
文
献
」
を
読
む
）	

川
崎
ミ
チ
コ

中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ
②
（
李
白
の
詩
を
読
む
）	

坂
井
多
穂
子

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
台
湾
の
文
学
を
読
む	

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
中
国
近
現
代
文
学
を
読
む
）	

近
藤
光
雄
（
Ⅱ
）
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中
国
文
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ｂ
②（
宋
代
の
文
学
作
品
を
読
む
～
詩
を
中
心
に
～
）

	

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

中
国
文
献
学
Ａ
Ｂ	

川
崎
ミ
チ
コ

中
国
文
字
学
Ａ
Ｂ	

坂
本
頼
之

哲
学
概
説
Ａ
（
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
と
い
う
こ

と
）	

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

哲
学
概
説
Ｂ
（
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
主
体
的
に
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
）

	

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

東
西
交
渉
文
化
史
Ａ
（
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
（
前
編
：
古
代
～
前
近
代
））

	

秋
山　

徹

東
西
交
渉
文
化
史
Ｂ
（
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
（
後
編
：
近
現
代
））

	

秋
山　

徹

東
南
ア
ジ
ア
仏
教
史
《
春
》（
上
座
仏
教
に
お
け
る
主
要
経
典
と
基
本
的

仏
教
用
語
、
仏
教
思
想
の
把
握
、
ま
た
ス
リ
ラ
ン
カ
及
び
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
に
お
け
る
仏
教
文
化
の
普
及
と
そ
の
変
遷
過
程
の
理
解
）

	

藪
内
聡
子

東
洋
思
想
《
秋
》	

白
井　

順

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
①
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
思
想
・
哲
学
と
イ
ン
ド
文

化
の
研
究
）	

澤　

祐
嗣
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
②
Ａ
Ｂ
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
思
想
・
文
化
研

究
Ⅰ
）	

橋
本
泰
元
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
③
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
研
究
）

	

渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
④
Ａ
Ｂ
（
初
期
仏
教
研
究
）	岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
⑥
Ａ
Ｂ
（
Ａ
文
献
の
読
解
／
Ｂ
自
由
研
究
）

	

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
⑦
Ａ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
の
芸
術
文
化
に
関
す
る
英

語
文
献
講
読
）	

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑪
Ａ
Ｂ
（
中
国
の
詩
を
中
国
語
で
読
む
）

	

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑪
Ａ
（
笑
話
と
伝
奇
を
読
む
）	坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑪
Ｂ
（
伝
奇
小
説
を
読
む
）	

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑨
Ａ
Ｂ
（『
国
語
』
を
読
む
）	

川
田　

建
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
①
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
研
究
）

	

渡
辺
章
悟
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
②
Ａ
Ｂ
（
仏
教
思
想
の
研
究
）

	

水
谷
香
奈
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
③
Ａ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
の
芸
術
文
化
に
関
す
る
英

語
文
献
講
読
）	

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
④
Ａ
Ｂ
（
新
詩
を
読
む
）	

近
藤
光
雄
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
④
Ａ
Ｂ
（『
国
語
』
を
読
む
）	

川
田　

建
（
Ⅱ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅰ
Ａ
《
春
》（
イ
ン
ド
映
画
論
）	

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅱ
Ａ
《
春
》（
南
ア
ジ
ア
の
音
楽
文
化
と
宗
教
思
想
）

	

田
森
雅
一
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅱ
Ｂ
《
秋
》（
バ
リ
島
の
芸
能
か
ら
人
間
の
創
造
性

を
学
ぶ
）	

山
本
早
良
紗
（
Ⅱ
）
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東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅲ
Ａ
《
春
》（
写
本
・
絵
図
、
石
窟
の
壁
画
・
造
像

に
見
る
中
国
人
の
死
後
世
界
観
に
つ
い
て
）	

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅰ
）	

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅳ
Ａ
《
秋
》（
仏
伝
図
の
絵
解
き
）	

岩
井
昌
悟

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
Ｂ	

岩
井
昌
悟

東
洋
の
身
体
論
《
春
》（
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
ど
う
見
る
か
）〈
オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
〉	

水
谷
香
奈

日
本
漢
学
Ａ
Ｂ
（
日
本
で
は
漢
学
を
如
何
に
学
ん
で
来
た
の
か
）

	

坂
本
頼
之

日
本
仏
教
史
Ａ
（
日
本
仏
教
史
（
飛
鳥
時
代
～
鎌
倉
時
代
））

	

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

日
本
仏
教
史
Ｂ
（
日
本
仏
教
史
（
鎌
倉
時
代
～
現
代
））	

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

日
本
仏
教
史
Ａ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ
み
と
社
会
・
文
化
─
仏
教

伝
来
か
ら
鎌
倉
仏
教
（
前
半
）
ま
で
─
）	

	
橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

日
本
仏
教
史
Ｂ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ
み
と
社
会
・
文
化
─
鎌
倉

仏
教
（
後
半
）
か
ら
明
治
時
代
以
後
の
仏
教
ま
で
─
）	
橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

パ
ー
リ
語
Ａ
Ｂ
（
聖
典
に
直
に
触
れ
る
）	
岩
井
昌
悟

比
較
宗
教
Ａ
（
比
較
宗
教
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
）	

松
野
智
章

比
較
宗
教
Ｂ
（
宗
教
間
の
接
触
や
宗
教
間
対
話
の
問
題
）	

松
野
智
章

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ａ
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
入
門
Ⅰ
）	

橋
本
泰
元

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ｂ
（Introduction	to	H

indi	

2
）	

橋
本
泰
元

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
論
Ａ
Ｂ
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
思
想
を
学
ぶ
）	

橋
本
泰
元

仏
教
漢
文
Ａ
（
仏
教
漢
文
の
基
礎
）	

伊
吹　

敦

仏
教
漢
文
Ｂ
（
経
典
注
釈
・
浄
土
教
文
献
を
読
む
）	

水
谷
香
奈

仏
教
思
想
概
論
Ａ
（
～
仏
教
と
は
何
か
～
）	

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
概
論
Ｂ
（
仏
教
の
思
想
と
そ
の
展
開
）	

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ
《
春
》（
～
空
の
世
界
に
何
が
あ
る
の
か
～
）

	

渡
辺
章
悟
（
Ⅱ
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅰ
Ｂ
《
春
》（『
華
厳
経
』
の
物
語
と
そ
の
思
想
）

	

橘
川
智
昭
（
Ⅰ
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅱ
Ａ
《
春
》（
禅
思
想
の
形
成
と
社
会
と
の
交
渉
）

	

伊
吹　

敦

仏
教
思
想
特
講
Ⅱ
Ｂ
《
秋
》（
密
教
の
思
想
）	

金
本
拓
士

仏
教
と
社
会
福
祉《
秋
》（「
い
の
ち
」に
向
き
合
う
仏
教
者
の
活
動
に
学
ぶ
）

	

高
瀬
顕
功
（
Ⅰ
）

仏
教
の
芸
能
《
秋
》（
仏
教
伝
統
歌
謡
の
基
本
を
学
び
実
修
し
て
み
よ
う
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉	

橋
本
泰
元
（
Ⅱ
）

ヨ
ー
ガ
《
春
》（
実
践
を
と
お
し
て
思
想
を
学
ぶ
）	

番
場
裕
之
（
Ⅱ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
①
《
春
》	

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
《
春
》	

橋
本
泰
元
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
③
《
春
》	

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
⑤
《
春
》	

水
谷
香
奈
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
⑥
《
春
》	

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
①
《
春
》	

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅱ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
《
春
》	

坂
井
多
穂
子
（
Ⅱ
）
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〈
大
学
院
〉

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻

博
士
前
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ	

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ	

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ	

高
橋
孝
信

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ	

宮
本
久
義

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
特
殊
演
習
Ａ
Ｂ	

伊
藤　

真

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ	

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ	

松
村
淳
子

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ	

渡
辺
章
悟

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ	

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅴ
Ａ
Ｂ	

田
中
公
明

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ	
伊
吹　

敦

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ	
蓑
輪
顕
量

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ	

林
田
康
順

博
士
後
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ

	

宮
本
久
義

イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ

	

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ

	

沼
田
一
郎

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ	

渡
辺
章
悟

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ	

山
口
し
の
ぶ

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ	

岩
井
昌
悟

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ	

伊
吹　

敦

中
国
哲
学
専
攻

博
士
前
期
課
程

中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
Ｂ	

白
井　

順

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ	

小
路
口
聡

中
国
哲
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ	

中
村　

聡

中
国
哲
学
特
論
Ⅲ
Ａ
Ｂ	

市
來
津
由
彦

中
国
文
学
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
Ｂ	

大
野
公
賀

中
国
文
学
特
論
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ	

野
間
信
幸

中
国
文
学
特
論
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ	

坂
井
多
穂
子

中
国
文
学
特
論
Ⅲ
Ａ
Ｂ	

有
澤
晶
子

中
国
文
学
特
論
Ａ
Ｂ	

加
藤
國
安

中
国
語
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ	

野
間
信
幸

中
国
語
学
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ	

橋
本
恭
子

博
士
後
期
課
程

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ	

野
間
信
幸

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ	

大
野
公
賀

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ	

市
來
津
由
彦

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ	

小
路
口
聡
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中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ	

坂
井
多
穂
子

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
Ｂ	

白
井　

順

二
〇
一
九
年
度
東
洋
思
想
文
化
学
科
卒
業
論
文
題
目

〈
Ⅰ
部
〉

秋
和　

千
怜	

現
代
に
息
づ
く
武
士
道
精
神

新
井　

里
奈	

龍
門
二
十
品
に
つ
い
て
─
─
『
長
樂
王
丘
穆
陵
亮
夫
人
尉

遲
造
像
記
』
と
『
魏
靈
藏
薛
法
紹
造
像
記
』
に
お
け
る
書

風
を
中
心
と
し
て
─
─

荒
生　

え
み
り	

日
本
社
会
の
自
己
啓
発
書
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

荒
木　

ま
り
の	

イ
ン
ド
星
占
い
─
─
12
宮
を
中
心
に
─
─

安
念　

美
菜
子	

バ
リ
の
葬
送
儀
礼
と
そ
の
特
色
─
─
カ
ー
ス
ト
に
よ
る
葬

儀
の
違
い
─
─

井
澤　

瑞
貴	

チ
ベ
ッ
ト
仏
画
の
色
と
材
料

石
山　

桃
茄	

イ
ン
ド
の
教
育

稲
葉　

亜
美	

イ
ン
ド
神
話
と
動
物
観

犬
塚　

陸	

国
体
論
と
首
相
談
話
に
見
る
日
本
の
戦
争
の
捉
え
方

遠
藤　

克	

李
白
の
宴
の
酒

大
井　

健
太
郎	

「
離
魂
」
と
「
還
魂
」
─
─
唐
代
伝
奇
か
ら
明
代
戯
曲
ま
で

大
熊　

駿
平	

金
剛
力
士
の
研
究

大
滝　

塁	

初
期
と
近
年
の
比
較
に
よ
る
葬
式
仏
教
批
判
再
考
─
─
釈

尊
の
教
え
と
葬
式
特
化
の
正
当
性
─
─

大
西　

美
雨	

イ
ン
ド
更
紗
の
世
界
普
及
と
そ
の
変
容
─
─
モ
チ
ー
フ
の

芸
術
性
と
精
神
性
─
─
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小
川　

結
喜	

地
蔵
菩
薩
信
仰
に
関
す
る
一
考
察

小
熊　

有
紀	

唐
代
仕
女
に
お
け
る
代
表
的
な
化
粧
と
そ
の
流
行

小
野　

彩
音	
日
本
に
お
け
る
肉
食
タ
ブ
ー
の
変
遷

小
幡　

智
美	
カ
ー
ス
ト
制
度
の
も
と
に
成
り
立
つ
イ
ン
ド
と
そ
こ
で
生

き
る
女
性
た
ち

小
原　

早
紀
子	

御
朱
印
ブ
ー
ム
の
背
景
に
つ
い
て

加
倉
田　

匠
海	

日
本
人
に
根
付
く
武
士
道
精
神
（
新
戸
部
稲
造
の
『
武
士

道
』
を
中
心
に
）

笠
井　

琴
音	

カ
ー
ス
ト
制
度
の
変
容
─
─
誤
解
さ
れ
た
カ
ー
ス
ト
制
度

─
─

加
治
佐　

耕
平	

林
羅
山
に
つ
い
て　

江
戸
初
期
に
お
け
る
羅
山
と
朱
子
学

加
藤　

怜	

李
清
照
の
作
品
か
ら
読
み
取
る
彼
女
の
人
生
～
李
清
照
に

と
っ
て
の
幸
せ
と
は
～

河
上　

春
菜	

着
物
の
歴
史
・
模
様
と
着
こ
な
し

川
口　

裕
太	

ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
輪
迴
思
想
の
矛
盾

菊
地　

瑠
伊	

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
教
育
と
海
外
の
サ
ッ
カ
ー
教
育
を
様
々

な
角
度
か
ら
比
較
し
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
教
育
の
成
長
の
種

を
考
え
る

北
原　

日
向
子	

「
鎌
鼬
」
に
つ
い
て
～
中
国
の
妖
怪
「
窮
奇
」
と
の
関
係
～

熊
澤　

文
香	

全
真
教
と
王
重
陽
に
つ
い
て

小
島　

慎
平	

中
華
人
民
共
和
国
の
宗
教
変
動

小
林　

望	

東
洋
文
化
で
も
あ
る
相
撲
の
様
々
な
歴
史

齊
川　

聖
士	

何
故
魯
迅
は
大
き
な
選
択
が
で
き
た
の
か

齊
藤　

澄
み
れ	

『
法
華
経
』
に
お
け
る
蓮
華
の
象
徴
性
に
つ
い
て

齋
藤　

有
華	

イ
ン
ド
に
お
け
る
女
性
問
題
～
イ
ン
ド
の
慣
習
と
女
性
の

地
位
向
上
に
つ
い
て
～

サ
ウ
ェ
ン
ス
ッ
ク　

プ
ラ
ウ
ィ
ナ
イ

	

八
正
道
を
中
心
と
す
る
相
互
関
係

櫻
井　

菜
緒	

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
を
中
心
に
考
察
す
る
タ
イ
ル
の
歴
史

佐
々
木　

玲
菜	

麺
と
小
麦
の
関
係	

な
ぜ
北
イ
ン
ド
に
は
麺
料
理
が
な
い

の
か

佐
藤　

瑛	

張
飛
像
の
変
遷

佐
藤　

心
之
介	

『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』
か
ら
見
た
大
塩
中
斎

佐
藤　

達
也	

中
国
に
お
け
る
庚
申
信
仰
の
起
源

佐
藤　

夏
希	

近
代
日
本
陽
明
学
者
に
お
け
る
死
生
観

沢
田　

倫
太
郎	

イ
ン
ド
の
貧
困
問
題

志
塚　

拓
郎	

シ
ャ
ン
カ
ラ
の
不
二
一
元
論
と
仏
教
の
唯
識
論
に
お
け
る

思
想
比
較

品
川　

潤
仁	

な
ぜ
始
皇
帝
は
不
老
不
死
を
求
め
た
の
か

芝
谷　

綾
音	

イ
ン
ド
の
教
育
を
考
え
る
～
学
歴
社
会
で
起
き
る
教
育
格

差
～

嶋
田　

英
莉	

『
西
遊
記
』
沙
悟
浄
像
の
検
証
～
正
体
と
そ
の
役
割
を
探

る
～

島
村　

音
穂	

日
本
統
治
時
代
の
朝
鮮
と
日
本
の
仏
教

清
水　

香
菜	
発
展
途
上
国
の
観
光
産
業
の
実
態
～
タ
イ
の
伝
統
文
化
と

そ
の
変
遷
を
辿
る
～
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清
水　

結	

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
観
音
・
テ
ク
ノ
法
案
・
ド
ロ
ー
ン
仏
に
み

る
仏
教
芸
術
の
エ
ッ
セ
ン
ス

下
菊　

彩	

古
代
・
中
世
か
ら
見
る
カ
ー
ス
ト
制
度
～
現
代
へ
の
つ
な

が
り
～

下
菊　

航	
中
国
の
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
政
策
～
主
権
と
人
権
の
狭
間
で

白
谷　

将
吾	

安
東
省
庵
か
ら
の
教
え

末
綱　

み
ゆ	

『
南
柯
太
守
傳
』
と
『
枕
中
記
』
に
お
け
る
別
世
界
の
存

在
～
夢
が
人
に
与
え
る
影
響
と
は
～

鈴
木　

雄
大	

猫
と
宋
代
詩
人

鈴
木　

友
斗	

熊
野
詣
の
伝
播

鈴
木　

龍
人	

曹
操
の
楽
府
詩
に
み
え
る
人
生
観

平　

竜
太	

「
論
語
講
義
」
は
澁
澤
栄
一
の
論
語
解
釈
な
の
か

高
木　

柚
香	

「
立
意
」は「
同
」じ
か
？
～『
枕
中
記
』と『
南
柯
太
守
傳
』

～

高
島　

雄
斗	

廃
仏
毀
釈
に
つ
い
て
考
え
る

隆
杉　

真
央	

広
島
東
洋
カ
ー
プ
が
及
ぼ
し
た
経
済
的
影
響
に
関
す
る
文

化
的
考
察

高
田　

悠
佳	

日
本
統
治
時
代
の
台
湾
で
輝
い
た
高
校
球
児
～
『
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｏ
─
─
カ
ノ
─
─
１
９
３
１
海
の
向
こ
う
の
甲
子
園
』
の

感
動
～

高
柳　

早
恵	

仏
教
に
よ
る
ヴ
ィ
ナ
ー
ヤ
カ
の
受
容
と
変
容

瀧
崎　

翔
也	

イ
ン
ド
人
民
党
（
Ｂ
Ｊ
Ｐ
）・
モ
デ
ィ
政
権
長
期
化
の
理

由
を
探
る

田
坂　

彩
佳	

葬
送
儀
礼
の
変
容
と
死
生
観

立
川　

真
衣	

朱
熹
の
『
論
語
集
注
』
に
お
け
る
孔
子
像

辰
野　

拓
也	

日
蓮
の
思
想
哲
学
と
他
宗
派
、
幕
府
と
の
関
係

谷
川　

桃
子	

古
代
イ
ン
ド
文
化
に
お
け
る
イ
ン
ダ
ス
文
明
の
要
素
に
つ

い
て

種
市　

竜
也	

古
代
ヨ
ー
ガ
か
ら
現
代
ヨ
ガ
へ
の
成
り
立
ち

玉
澤　

光
希	

治
世
の
能
臣
・
乱
世
の
奸
雄
─
『
三
国
志
演
義
』
に
お
け

る
曹
操
像
─

田
松　

敬
彬	

『
呂
氏
春
秋
』
孟
夏
紀
か
ら
み
る
教
師
観

千
々
岩　

玲
奈	

古
代
イ
ン
ド
の
女
性
観
に
つ
い
て
─
古
代
叙
事
詩
『
ラ
ー

マ
ー
ヤ
ナ
』
を
中
心
に
─

張　

茜
茜	

日
本
統
治
時
代
を
生
き
る
台
湾
の
女
性

戸
畑　

郁
人	

ア
ジ
ア
と
い
う
名
の
激
戦
区
を
代
表
す
る
国
へ
～
日
本
の

教
育
の
あ
り
方
～

鳥
越　

可
菜	

カ
ー
ス
ト
制
度
と
イ
ン
ド
社
会
を
生
き
る
人
々

中
川　

照
遵	

〝Sutta-nipāta

〟
は
最
古
資
料
な
の
か
─
釈
尊
の
呼
称
か

ら
考
え
る
経
典
成
立
史
試
論
─

中
田　

珠
生	

馮
夢
竜
と
「
白
蛇
伝
」

中
村　

武	

イ
ン
ド
の
近
代
思
想

中
村　

寧
々	

魯
冰
花
～
原
作
と
映
画
の
比
較
～

長
安　

紘
佳	

イ
ン
ド
の
児
童
労
働
問
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
て

中
山　

輝	

ラ
ー
マ
神
話
に
見
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
特
徴

橋
本　

成
平	
刺
青
の
魅
力
と
タ
ブ
ー
性
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花
島　

瑞
生	

僵
尸
説
話
の
変
遷
─
生
け
る
が
ご
と
き
尸
か
ら
キ
ョ
ン

シ
ー
に
至
る
ま
で
─

浜
田　

隆
平	
西
欧
文
化
と
日
本
文
化
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
変
容

稗
田　

朱
花	
「
不
倫
」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
─
不
邪
淫
戒
は
何
を
問
題
に

し
た
い
の
か
？
─

日
村　

光
希	

剣
道
と
剣
術
の
思
想
の
違
い
と
こ
れ
か
ら
の
剣
道

福
山　

宗
琢	

禅
と
茶
の
結
び
つ
き

藤
巻　

佑
紀	

『
列
女
伝
』
か
ら
み
る
劉
向
の
思
い
描
く
賢
母
像

古
川　

己
利
名	

明
治
時
代
以
降
に
お
け
る
児
童
文
学
の
変
遷
と
そ
の
背
景	

─
桃
太
郎
を
通
し
て
─

細
谷　

大
貴	

役
行
者
観
の
成
立
、
な
ら
び
に
そ
の
過
程
に
お
け
る
山
林

修
行
者
の
影
響

本
田　

有
希	

日
本
と
中
国
の
川
の
信
仰　

水
と
共
に
い
き
る
に
は

前
田　

恭
介	

初
期
仏
教
研
究
の
成
立
お
よ
び
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お

け
る
発
展

松
岡　

菜
乃
佳	

イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
～
不
可
触
民
～

松
山　

愛
梨	

吉
田
松
陰
の
教
育
思
想
と
『
孟
子
』
─
『
講
孟
余
話
』
を

中
心
と
し
て
─

溝
上　

賢
史
郎	

ふ
た
つ
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
け
る
「
抽
象
概
念
に
対

す
る
実
体
性
付
与
」
に
つ
い
て

宮
原　

瑚
子	

イ
ン
ド
に
お
け
る
女
性
観

宮
本　

和
槻	

日
本
統
治
期
の
台
湾
文
学
か
ら
読
み
取
る
台
湾
人
の
独
自

性
─
周
金
波
に
焦
点
を
当
て
て
─

虫
賀　

健
人	

『
笑
府
』
に
お
け
る
嘲
笑
の
価
値

矢
口　

千
修	

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
か
ら
み
る
異
文
化
の
交
渉

山
口　

可
怜	

禅
宗
と
禅
宗
寺
院
庭
園
の
関
係
性
に
つ
い
て

山
崎　

柚
香	

ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
の
生
涯
─
彼
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
の

出
来
事
を
中
心
に
─

山
名　

綾
香	

中
国
三
代
悪
女
～
呂
后
・
則
天
武
后
・
西
太
后　

悪
女
と

呼
ば
れ
た
彼
女
た
ち
が
生
き
た
時
代
～

横
山　

大
輔	

武
士
の
生
き
方
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の
考
え
を
学
ぶ

吉
野　

真
仁	

坐
禅
と
ヨ
ー
ガ
に
お
け
る
行
為
論
と
宗
教
性
に
つ
い
て

渡
邉　

百
合	

神
道
に
お
け
る
死
後
の
世
界

山
本　

理
人	

何
故
、『
戦
国
策
』
は
伝
え
ら
れ
た
の
か
？

〈
Ⅱ
部
〉

飯
島　

織
江	

『
荘
子
』
に
お
け
る
死
の
寓
意
に
対
す
る
宋
代
林
希
逸
の

解
釈

石
川　

美
月	

座
敷
わ
ら
し
は
妖
怪
か
否
か

岩
渕　

聖
也	

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
か
ら
見
る
信
仰

柏
本　

智
史	

「
般
若
経
」
と
『
中
論
』
に
お
け
る
業
の
問
題
に
つ
い
て

川
澄　

久
通	

イ
ン
ド
カ
ー
ス
ト
の
変
容
─
植
民
地
支
配
前
と
支
配
下
─

坂
本　

愛
佳	

魯
迅
の
狂
人
日
記
に
お
け
る
比
喩
表
現

佐
藤　

成	

稲
荷
神
と
荼
枳
尼
天
の
習
合
に
つ
い
て

下
山　

将
平	
宗
教
的
思
想
と
創
作
物
の
関
連
性
─
市
川
森
一
と
ウ
ル
ト

ラ
シ
リ
ー
ズ
─
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志
良
堂　

萌
恵	

沖
縄
近
代
宗
教
史

関
根　

万
菜	

ジ
ャ
ワ
・
バ
リ
に
お
け
る
ド
ゥ
ル
ガ
ー
女
神
の
変
遷
と
信

仰
と
演
劇
に
つ
い
て

瀧
澤　

大
地	
日
本
統
治
期
の
台
湾
住
民
の
感
情
と
政
治
意
識
─
黄
凡
の

作
品
研
究
─

田
中　

康
夫	

貴
族
・
皇
族
社
会
に
み
る
密
教
の
灌
頂
史

田
辺　

未
佳	

近
代
イ
ン
ド
の
社
会
、
文
化
、
人
々
の
心
と
価
値
観
の
変

化
─
─
イ
ン
ド
映
画
「
ム
ト
ゥ　

踊
る
マ
ハ
ラ
ジ
ャ
」
と

「
き
っ
と
、
う
ま
く
い
く
」
か
ら
よ
み
と
っ
て

戸
塚　

愛
瑛
里	

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
織
物
─
ソ
ン
ケ
ッ
ト
と
イ
カ
ッ
ト
を
中

心
に
─

中
村　

加
奈
子	

ス
コ
ー
タ
イ
朝
の
仏
像
研
究
─
遊
行
仏
・
降
魔
印
坐
像
を

主
と
し
て
─

中
山　

蛍	

現
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
パ
ラ
ド
ク
ス
」

水
間　

康
太	

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
死
後
の
世
界
像

の
比
較

深
山　

春
菜	

ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ー
ニ
ー
音
楽
の
研
究

村
田　

茂	

チ
ャ
ン
グ
ナ
ラ
ヤ
ン

八
木　

龍
一	

宮
沢
賢
治
の
作
品
に
見
ら
れ
る
東
洋
思
想

山
口　

哲
人	
Saundarananda

に
お
け
る
修
道
論
の
研
究

山
村　

怜
於
奈	

イ
ン
ド
に
お
け
る
教
育
問
題
の
現
状
と
課
題

大
学
院
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
修
士
論
文

藤
森　

進	

『
カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ
実
利
論
』
に
引
用
さ
れ
る
ア
ー
チ
ャ
ー

リ
ヤ
た
ち
の
思
考
範
囲
と
傾
向

村
田　

啓
輔	

『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
に
お
け
る
仏
身
観

村
田　

良
子	

Pātañjalayogaśāstravivaran

4a

に
お
け
るprān

4a

概
念

─U
padeśasāhasrī

及
びBrahm

asūtrabhās

4ya

と
の
比

較
を
中
心
と
し
て

大
学
院
中
国
哲
学
専
攻
修
士
論
文

楊　

若
琳	

張
愛
玲
に
よ
る
上
海
像
─
張
愛
玲
の
創
作
活
動
と
上
海
の

関
係
性
に
つ
い
て
─

劉　

雨
佳	

『
第
七
天
』
に
見
え
る
余
華
の
死
生
観
─
─
初
期
作
品
「
現

実
一
種
」
と
の
比
較
か
ら
考
察
す
る


